健康診断について別紙３


（１）健康診断における感染症対策について
健康診断を実施する場合は、３つの密（換気の悪い密閉空間、多くの人が密集、近距離での会話や発声）が同時に重ならない等、学校医、学校歯科医、委託業者等の関係機関と十分連携し感染症対策を行う。
具体例として、
· 学校医用に手指用消毒液を用意する。
· 児童生徒等及び健康診断に関わる教職員については、事前の手洗いや咳エチケット等に努める。
· 会場の換気を十分に行う。
· 密集しないよう、会場には一度に多くの人数を入れないようにし、待ち時間が多くならないようにすること。（レイアウトの工夫、床へのマーキング等の工夫等）
· [bookmark: _GoBack]会話や発声をできる限り控えるよう児童生徒等に指導する。
· 受診時以外はマスクを着用させ、一定の距離を保って状態で整列させる。
· 検査に必要な器具等を適切に消毒する。（日本学校保健会「児童生徒等の健康診断マニュアル」参照）
· 器具を扱う場合は、使い捨て手袋をする。
· 日程を分けて実施する等、学校の実情に応じて実施する。

（２）令和２年度の児童生徒等の定期健康診断の実施期間について
1 毎学年６月３０日までに実施することとされている児童生徒等の健康診断については、新型コロナウイルス感染症の影響により実施体制が整わない等、やむを得ない事由によって当該期日までに健康診断を実施することができない場合には、当該年度末日までの間に、可能な限りすみやかに実施する。
· 「実施体制が整わない」とは、例えば、学校医・学校歯科医等の確保が困難であることなどが考えられる。
· 健康診断を延期する場合は、特に、日常的な健康観察や保健調査票の活用等により児童生徒等の健康状態の把握に努め、必要に応じて、学校医等と連携し、健康相談や保健指導等を適切に実施する。
· 健康診断の延期について保護者に周知し、理解を得るようにすること。また、特に、心臓や腎臓等の疾患や結核に関する検査については、学校医等と相談の上、可能な範囲で先行して実施する方法も考えられる。
2 各校において実施方法は表１「令和２年度の定期健康診断の業者との契約上の条件等と健康診断の実施な祖に係る対応例」を参考に、検討する。
3 やむを得ない事由により実施体制が整わない等、健康診断項目ごとの延期できる期限までに実施できない場合は、委託業者へキャンセル手続きを行い、速やかに保健体育課担当者へ電話にて報告をする。

表1　令和2年度の定期健康診断の業者との契約上の条件等と健康診断の実施な祖に係る対応例
	健康診断項目
	業者との契約上の条件等
	対応例

	尿検査
	６月以降～秋に実施する。基本的には検体回収は、一次検査、二次検査ともに、１校１日１回となる。
延期できる期間は、令和２年12月上旬頃までとなる。
	対象生徒全員の検査が可能な日に、一次検査を行い、そこからおおよそ２週間後に、二次検査を行う。
二次検査予定日（2回目）を一次検査日にして、二次検査予備日（3回目）を二次検査日とする。
ただし、分散登校等が継続された場合は、午前中回収した検体の保管に留意し、午後に回収した分と合わせて引き渡せるよう業者と回収時間を調整する。

	結核健康診断

	６月以降～秋に実施する。基本的には、１校半日で行うことになる。
精密検査を想定すると、延期できる期間は、令和３年２月上旬頃までとなる。
	対象生徒全員の検査が可能な日に行う。

	特別支援学校
心臓検診
	６月以降～秋に実施する。
日程調整はできない。
基本的には、１校半日で行うことになる。

	対象生徒全員の検査が可能な日に行う。

	B型肝炎検診
	新入時検査については、６月以降～秋に実施する。
新入時検査及び実習後検査ともに、実習時期を考慮する必要はあるが、延期できる期間は、令和３年２月上旬頃までとなる。
	対象生徒全員の検査が可能な日に行う。
基本的には、新入生が実習に入る前までに、精密検査を済ませることを想定し、基本的には、１校半日で行うことになる。

	高等学校及び
中等教育学校
心電図検査
	学校事務担当者と共に、各校の委託業者との契約上の条件等を確認し、可能な方法を委託業者と相談する。
	各校の委託業者や学校医に相談しながら、感染予防対策を講じた実施方法検討する。検診後の廃棄物についても、学校医や学校薬剤師の指示に基づき、適切に処理する。

	耳鼻科検診や
歯科検診など
上気道の粘膜に
器具で触れる
検診
	教育活動再開当初に日程を設定している場合には、学校医に相談しながら、感染予防対策を講じた実施方法を検討する。検診器具や検診後の廃棄物についても、学校医や学校薬剤師の指示に基づき、適切に処理する。
ただし、検診器具の取り扱い上、延期できる期間は、令和３年２月下旬頃までとなる。
	教育活動再開当初は保健調査に基づき、
抽出者に関する健康相談に切り替え、
秋以降に器具を使用した検診を臨時健康診断（後期検診）として行う。

	内科検診
眼科検診など
触診する検診
	学校医に相談しながら、感染予防対策を講じた実施方法について検討する。検診後の廃棄物についても、学校医や学校薬剤師の指示に基づき、適切に処理する。
	教育活動再開当初は保健調査に基づき、
抽出者に関する健康相談に切り替え、
秋以降に触診をするような検診を臨時健康診断（後期検診）として行う。



